
風
信

　

先
日
、
久
し
ぶ
り
に
長
崎
歴
史
文
化
協
会
を
訪
ね
越
中
先
生
に
お
逢
い
し
た
ら
、

「
長
崎
ポ
ル
ト
ガ
ル
名
誉
副
領
事
と
し
て
中
野
藤
太
郎
氏
が
任
命
さ
れ
て
よ
り
四
十
五

年
に
な
る
の
で
、
当
時
の
事
を
記
録
し
て
お
い
て
下
さ
い
。」
と
の
事
で
あ
っ
た
。

　

た
し
か
昭
和
四
十
年
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
が
、
私
の
松
山
高
商
（
現
在
の
松
山
大

学
）
時
代
の
同
窓
で
中
野
一
夫
氏
よ
り
連
絡
が
あ
り
、
一
夫
氏
の
御
尊
父
中
野
藤
太

郎
氏
が
長
崎
ポ
ル
ト
ガ
ル
名
誉
副
領
事
に
任
命
さ
れ
た
の
で
「
長
崎
に
名
誉
領
事
連

絡
事
務
所
を
設
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
是
非
協
力
し
て
戴
け
な
い
か
」
と
い
う
連
絡

が
あ
っ
た
。

　

そ
の
頃
、
私
は
現
在
地
の
今
魚
町
七
九
番
（
現
在
魚
町
二
|
十
一
）
に
昭
和

三
十
三
年
三
月
「
広
高
商
店
」
を
創
立
し
「
観
光
土
産
綜
合
卸
」
を
開
業
し
忙
し
い

時
で
あ
っ
た
が
、
友
人
よ
り
の
依
頼
で
も
あ
り
「
長
崎
ポ
ル
ト
ガ
ル
名
誉
領
事
館
事

務
所
」
を
私
の
商
店
内
の
一
室
を
開
け
、
御
引
き
受
け
す
る
事
に
し
た
。
そ
し
て
事

務
所
の
開
設
の
時
に
は
フ
ル
マ
ン
ド
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
夫
妻
が
来
崎
さ
れ
、
中
野

氏
と
私
が
テ
ー
プ
・
カ
ッ
ト
を
し
た
。

　

今
回
、
当
時
の
書
類
を
整
理
し
て
い
た
ら
、
次
の
よ
う
な
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
の

書
類
が
出
て
き
た
の
で
、
私
が
ポ
ル
ト
ガ
ル
副
領
事
に
任
命
さ
れ
た
の
は
一
九
六
八

年
（
昭
四
三
）
八
月
七
日
だ
っ
た
事
が
わ

か
っ
た
。

外
務
省
の
規
則
第
四
條
と
第
五
條
に

從
っ
て
ポ
ル
ト
ガ
ル
共
和
国
政
府
の
名

前
に
よ
っ
て
広
高
信
雄
氏
を
長
崎
と
其

の
地
区
（
九
州
七
県
）
に
於
い
て
ポ
ル

ト
ガ
ル
国
の
名
誉
副
領
事
に
任
命
し
た
。

…
一
九
六
八
年
八
月
七
日　

外
務
大
臣

　
ア
ル
ベ
ル
ト
・
フ
ラ
ン
コ
・
ノ
ゲ
イ
ラ

　

私
の
任
命
式
は
二
十
六
聖
人
記
念
館
で

ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
が
来
崎
さ
れ
パ
チ
ェ
コ

神
父
の
立
会
の
も
と
で
行
わ
れ
た
。

　

私
は
最
初
、
長
崎
日
ポ
名
誉
領
事
館
事
務
所
を
お
引
き
う
け
し
た
時
、
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
事
を
よ
く
知
ら
な
か
っ
た
の
で
以
前
よ
り
種
々
と
御
世
話
に
な
っ
て
い
た

二
十
六
聖
人
記
念
館
館
長
の
パ
チ
ェ
コ
神
父
（
日
本
名
＝
結
城
了
悟
）
に
御
相
談
し

た
。
神
父
様
は
其
の
時
、「
長
崎
開
港
の
基
に
な
っ
た
の
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
人
達
な

の
で
、
長
崎
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
は
関
係
が
深
い
の
で
す
。
そ
の
故
に
九
州
地
区
に
ポ

ル
ト
ガ
ル
が
名
誉
領
事
館
を
設
立
す
る
と
す
れ
ば
長
崎
の
地
な
の
で
す
。
市
民
を
あ

げ
て
領
事
館
の
開
設
に
協
力
い
た
し
ま
し
ょ
う
。」
と
歴
史
的
資
料
も
並
べ
て
説
明

し
て
下
さ
っ
た
。
そ
し
て
此
の
時
、
越
中
先
生
や
中
西
啓
先
生
も
紹
介
し
て
下
さ
っ

た
の
で
す
。

　

間
も
な
く
東
京
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使
館
よ
り
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
国
旗
が
送
っ
て
参
り

ま
し
て
、
家
の
前
に
常
時
か
か
げ
て
お
く
よ
う
に
と
の
指
示
や
連
絡
が
あ
っ
た
事
を

覚
え
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
次
に
は
、
名
誉
領
事
・
副
領
事
が
確
定
し
た
ら
、
其
の
領
事
の
仕
事
を
支

援
す
る
「
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
」（
長
崎
日
ポ
協
会
）
を
創
立
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
と
の
事
で
あ
っ
た
。
今
そ
の
時
の
記
録
（
議
事
録
）
の
一
部
が
残
っ
て
い
た
の
で

其
れ
よ
り
拾
う
と
次
の
よ
う
に
記
し
て
あ
っ
た
。

昭
和
四
三
年
六
月
二
十
二
日
（
土
）
午
后
一
時
よ
り
三
時
ま
で
。
会
場
、
西
坂
町

二
十
六
聖
人
記
念
館　

館
長
室
、「
出
席
者
」
パ
チ
ェ
コ
神
父
、
越
中
哲
也
、
丹

羽
漢
吉
、
藤
原
秀
域
、
広
高
信
雄

主
な
議
題

一
、
先
日
（
六
月
四
日
）
東
京
岩
波
ホ
ー
ル
で
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
総
会
が
あ

り
出
席
。
岩
波
ホ
ー
ル
の
高
野
悦
子
先
生
が
日
ポ
協
会
の
理
事
で
あ
り
、
事
務

的
な
こ
と
は
全
て
処
理
し
て
下
さ
っ
た
し
、
長
崎
日
ポ
協
会
の
今
後
の
活
動
、

運
営
に
つ
い
て
も
種
々
と
御
指
導
、
御
助
言
を
戴
い
て
帰
っ
て
き
た
。

一
、
日
本
ポ
ル
ト
ガ
ル
協
会
の
会
長
は
三
井
銀
行
頭
取
の
柳
満
珠
雄
氏
で
あ
り
、

今
後
の
「
長
崎
日
ポ
協
会
」
運
営
に
つ
い
て
御
協
力
下
さ
る
と
の
事
で
あ
っ
た
。

一
、
本
協
会
最
初
の
事
業
と
し
て
「
長
崎
開
港
の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
貢

献
の
あ
っ
た
ル
イ
ス
・
ア
ル
メ
イ
ダ
の
記
念
碑
を
建
て
る
事
に
し
た
。
其
の
実

行
委
員
と
し
て
次
の
八
名
に
依
頼
す
る
事
に
し
た
。

委
員
長　

諸
谷
義
武
（
長
崎
市
長
・
長
崎
日
ポ
協
会
長
）
パ
チ
ェ
コ
神
父
、
越

中
哲
也
、
中
西
啓
、
丹
羽
漢
吉
、
山
下
直
一
、
広
高
信
雄
。
監
査　

藤
原
秀
域

一
、
ア
ル
メ
イ
ダ
の
記
念
碑
は
長
崎
で
最
初
に
造
建
さ
れ
た
教
会
（
ト
ウ
ド
ス
・

オ
ス
・
サ
ン
ト
ス
）
跡
と
領
主
長
崎
氏
の
屋
敷
の
近
く
に
建
て
た
い
。
設
計
・

下
絵
は
丹
羽
氏
に
依
頼
、
文
字
は
パ
チ
ェ
コ
神
父
。
期
日
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
大
使

が
初
め
て
九
州
（
長
崎
）
を
公
式
訪
問
さ
れ
る
十
月
六
日
に
完
成
さ
せ
、
大
使

に
除
幕
式
に
出
席
し
て
戴
き
、
昼
は
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
、
夜
は
長
崎
日
ポ
協
会

総
会
を
開
催
す
る
。

　

早
速
募
金
を
開
始
し
て
い
る
。
一
口
・
五
〇
〇
円
。
十
八
銀
行
、
親
和
銀
行
、
純

心
学
園
、
藤
木
博
英
社
等
よ
り
大
口
の
寄
附
を
戴
い
て
い
る
。
そ
し
て
ア
ル
メ
イ
ダ

の
記
念
碑
は
予
定
ど
お
り
完
成
し
、
東
京
の
方
よ
り
大
使
を
は
じ
め
柳
・
高
野
各
委

員
、
地
元
よ
り
中
野
名
誉
領
事
、
諸
谷
市
長
を
は
じ
め
市
内
の
各
委
員
、
記
念
碑
建

立
に
つ
い
て
種
々
と
御
協
力
戴
い
た
春
徳
寺
上
野
住
職
も
出
席
さ
れ
、
除
幕
式
後
は

上
野
住
職
の
御
厚
意
で
春
徳
寺
客
殿
で
一
同
御
接
待
を
戴
い
た
。
特
に
大
使
御
一
行

に
は
大
変
よ
ろ
こ
ん
で
戴
い
た
。
昭
和
四
十
三
年
度
収
支
決
算
表
を
み
た
ら
収
入

六
〇
万
。
支
出
は
事
務
費
二
二
万
五
千
円
、
事
業
費
三
七
万
五
千
円
と
あ
っ
た
。

　

今
一
つ
私
に
は
長
崎
日
ポ
協
会
で
の
深
い
思
い
出
が
あ
る
。
そ
れ
は
昭
和
四
十
五

年
四
月
二
十
九
日
長
崎
開
港
四
〇
〇
年
記
念
行
事
の
一
つ
に
長
崎
日
ポ
協
会
を
代
表

し
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
を
造
り
協
会
の
藤
原
秀
域
委
員
・
村
木
営
介
委
員
と
共
に
仮
装
し

て
乗
り
込
み
、
市
中
を
巡
回
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
時
の
事
を
パ
チ
ェ
コ
神
父
様

は
次
の
よ
う
に
記
し
て
お
ら
れ
る
。

広
高
さ
ん
は
長
崎
開
港
四
百
年
祭
の
行
事
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
長
崎
に
お
け
る
初
め

て
の
名
誉
副
領
事
の
立
場
で
参
加
さ
れ
た
。
そ
の
時
の
仮
装
行
列
で
広
高
氏
は
私

の
司
祭
服
を
ま
と
っ
て
見
事
に
イ
ル
マ
ン
・
ア
ル
メ
イ
ダ
を
演
じ
ら
れ
た
。

　

こ
の
昭
和
四
十
五
年
秋
、
中
野
名
誉
領
事
が
な
く
な
ら
れ
た
の
で
、
私
は
私
共
の

よ
う
な
個
人
企
業
が
名
誉
領
事
館
を
御
受
け
す
べ
き
で
な
い
と
考
え
、
日
ポ
協
会
長

の
柳
氏
や
高
野
女
史
に
相
談
し
、
十
八
銀
行
清
島
頭
取
に
長
崎
名
誉
領
事
を
お
願
い

し
私
し
方
の
長
崎
日
ポ
名
誉
領
事
館
も
十
八
銀
行
内
に
移
転
し
て
戴
く
事
に
致
し
ま

し
た
。�

（（
株
）
ひ
ろ
た
か　

会
長
）

三
二
一
号　

平
成
二
十
一
年
四
月
二
十
日

長
崎
日
ポ
協
会
創
立
の
こ
ろ

○
三
月
十
四
日（
土
）長
崎
染
の
会（
会
長
・
松
尾
淑
子
女
史
）の
依
頼
で
江
戸
時
代
唯
一ヶ
所
・

唐
蘭
船
に
よ
っ
て
長
崎
に
運
ば
れ
て
き
た
更さ
ら

紗さ

の
話
を
す
る
事
に
な
っ
た
。長
崎
に
は
反
物

目
利
役
が
い
て
、輸
入
さ
れ
て
く
る「
更
紗
」を「
反
物
見
本
帳
」に
よ
っ
て
識
別
し
其
の
価

格
を
き
め
て
い
た
。そ
し
て
遂
に
我
が
国
に
於
て
も
サ
ラ
サ
の
製
作
に
取
り
か
ゝ
り
、天
明
五

年（
一
七
八
五
年
）に
は
大
阪
の
稲
葉
新
右
衛
門
が
有
名
な「
更
紗
図
譜
」を
出
版
し
て
い
る
。

長
崎
サ
ラ
サ
で
は
上
野
彦
馬
の
父
・
上
野
俊
之
丞
が
作
っ
た「
中
島
更
紗
」の
名
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
る
。

○
三
月
二
十
六
日
、先
年
来
、N
H
K
長
崎
文
化
セ
ン
タ
と
共
催
し
開
催
し
て
き
た「
長
崎
の

史
跡
を
巡
る
会
」で
、本
年
度
の
前
期
は
三・四・五
月
開
催
と
決
定
。早
速
三
月
に
は
思
案

橋
よ
り
丸
山
・
大
徳
寺
・み
ゆ
き
坂
方
面
を
訪
ね
た
。そ
し
て
今
回
は
特
に
石
橋
祐
子
女
史

の
御
協
力
も
あ
り「
長
崎
市
史
」に
も
記
載
の
あ
る
行
満
院
の
本
尊
で
兒
島
高
徳
と
の
伝
説

も
あ
る
木
彫
大
日
如
来
像
や
不
動
明
王
像
な
ど
秘
佛
を
拝
見
さ
せ
て
戴
き
、一
同
大
い
に

感
激
し
て
帰
路
に
つ
い
た
。

○
お
祖
母
様
や
叔
母
さ
ん
達
が
長
崎
の
街
で
原
爆
に
あ
わ
れ
た
と
言
う
事
に
端
を
発
し
先
年

来
、原
爆
の
問
題
を
国
際
文
化
論
と
し
て
取
り
あ
げ
法
政
大
学
博
士
コ
ー
ス
に
論
考
を
提

出
さ
れ
て
い
た
桐
谷
多
恵
子
さ
ん
。先
日
、「
博
士
論
文
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。」と
私

の
事
務
所
に
御
両
親
と
御
一
緒
に
お
礼
に
こ
ら
れ
た
。そ
し
て
涙
ぐ
ん
で
其
の
分
厚
い
論
考

の
写
し
を
贈
呈
し
て
下
さ
っ
た
。

○
四
月
八
日
は「
花
ま
つ
り
」お
釈
迦
様
の
誕
生
日
で
あ
る
。私
が
国
で
最
初
に
行
わ
れ
た「
花

ま
つ
り
」は
六
〇
五
年
推
古
天
皇
十
四
年
と
記
し
て
あ
る
。花
ま
つ
り
時
に
は
お
釈
迦
様
の

「
誕
生
佛
」に
甘
茶
を
か
け
る
の
で
あ
る
が
、対
馬
市
久
根
浜
の
大
興
寺
の
誕
生
佛
は
朝
鮮

高
麗
時
代（
十
世
紀
後
半
）の
製
作
で
美
術
的
に
も
優
れ
て
お
り
県
有
形
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
。私
は
若
い
頃
、同
種
の
誕
生
佛
を
壱
岐
市
芦
辺
の
龍
藏
寺
で
見
せ
て
戴
い
た

よ
う
な
思
い
出
が
あ
る
。

○
有
家
史
談
会
の
山
田
泰
造
会
長
よ
り「
嶽
南
風
土
記
十
六
号
」を
お
贈
り
戴
い
た
。表
題
に

「
島
原
半
島
文
化
賞
受
賞
・
結
城
了
悟
神
父
追
悼
記
念
号
」と
あ
り
、論
考
の
第
一
章
に
神

父
の「
松
倉
重
政
と
コ
ロ
ウ
ス
神
父
」の
論
考
が
あ
り
、続
い
て
キ
リ
シ
タ
ン
墓
碑
の
研
究
、天

軍
軍
記
、有
馬
晴
信
の
榮
光
と
没
落
な
ど
と
、論
考
が
続

き
、地
方
史
研
究
資
料
と
し
て
は
大
い
に
参
考
と
な
っ
た
。

（
事
務
所
・
南
島
原
市
有
家
町
尾
上
山
田
宅
・
誌
代
千
円
）

廣
高　
信
雄

長崎開港400年記念祭で長崎日ポ協会の
ポルトガル船にのってパレードする廣高氏


